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-奈鹿市"中積下野をめざしています

平成14年4月1日
奈良市は中核市をめざしています

~中核市の5つのメリット~

組古的拡
珊焼保全由実田
世界遺産a都市の環境対
策を進めます.

二j J 

市民サービス申向上
迅速で効率的'"市民ワ
ーピスを提供します

E変令箔定書S市に事じた
III市に忽りま...

.岡崎叫D同
軸 '.1'1I開 園
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・函繍 211.60km2
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-公‘週匝単詮の-.取正

公職選挙法の一部が改正され、

今夏予定の参議院議員通常選挙か5適用

..・院比例代表選出.員選挙が r，隅東名簿副と怒りました
これSでn・.健比例代..倒援鍋翠零IJ."らかじの...のu ・..，守の句.・包含決めでJJ< J裕史
狗.包a・"で向婚相S伎を.."除 tI~IJIlfIU'.I!!. l..てnnましたニ ....1: 1• t. ・ff~1 ・入されt

a拘束名.AU 鳥"で".崎温順位"決められて'"ず 4町住婚が『健・.ぉ・1配・"れた銀欄.氏名J<
倍以『聞.脚色刷出帥 J"" '1" /1~' i" l!.1.叩IlTo1iU:である同州，判官:片品酬
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1l1::IJ..J司E・いて量思しま曹.

喧連当直人@浪定方
己n/J'sl6咽骨量買帽'"当量λの聞の活断"l':DOI!し い寧Eで叫 缶政寛帽の当軍人の.

た. の申で，幌帽雷名摘に配.<!nた掴 • 中で、 柵隅陣申置も事い慎掴薗.50世により、当選人"活まり軍」疋， に、当量人tJ~事り官官.

.. 禍置@置寧遍
これ.，回咽慣欄書名周聖畠"出た画曲が膏崎so.い軍事で皿、最捕直告"を・"出た

した. 副究帯のみ.軍事直骨量行うこと. • 覚棒司自'‘慣幅書..単直島者向うで置ました. こと.で置車曹，

.鯵麗院班員の"'"が削減されました

省議院..の追i股が~S2入から附人鋼謙信れて 刻、人になり!r.. 1.ι 平成13' 崎、の'"の過倉遺骨格の廠
に5人ずつ前倒t:'Il.jすι'-'J1，~良司島選'"の忠敏 "人 Kだし令Hi3:ヨ.. まl.t1 A.I 1:. l'わりまぜん.

! oEi圃院鼠貫主常温響町不在者組理についてO
型貧困町目当日 ξ佳・.周・Uど8喝ると見通摩れるA. 存司医・...でを雪..・存建省後閉ができる期・・.まの
と省りで曹.

l嗣 掴 1 公~;II 般事u.ll(t.n瞳日N.!Ji" tttrl 守備 8鋤 t 午後..

，. ，瞬】 柏 市開制役割配刷新岬畑山川公民銅山積栗山繭{柏市師会館S岡崎}

形どち，の不在・...・..関野でも

l m肉舗の有帽奮が不在書留" 0
ます.

機四百・4包個..ζ."ていた不在.Ii
.~..IIIîb'!I.fI:.内@商筒公

毘届に00り.す.
咽掴こ山崎輔蜘

制・~D ) IUi01:'TI1歯般に
隈otJ'.!!501!す.でをる倍げ公発
瑚酬を柵レてく定さい.

【問い合わttl市選機管理委同会事務局 (O34-l!ll~tl) へ.

帽凶同回目
即日1問 圃



-女性特派員いきいきレポ ト
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